
環境経営レポート

(2024年2月1日～2025年1月31日)

東松山営業所　(埼玉県東松山市大谷4113-1)
京浜支店　　　　（神奈川県川崎市川崎区元木2-6-18）

期間　　2024/2～2025/1

作成　　2025/05/29

日輸工業　株式会社
・本社
・東京支店・埼玉支店・京浜支店
・神奈川支店・東松山営業所
・平塚営業所
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○　日輸工業株式会社は一致協力して環境に優しいバッテリー

　　　フォークリフトの普及とその保守を通じてお客様のCO2削減

　　　に貢献する。
 

行動指針

○　私達は環境負荷の低減に配慮した事業活動を致します。

1.　関連法令の遵守

　　

2.　二酸化炭素の排出を削減する

3.　廃棄物を削減する

4.　総排水量を削減する

5.  化学物質の使用量を削減する

6.　バッテリーフォークリフト中古車の、リユース・リペア・リサイクル

　　台数を増加させることにより、長期使用と廃棄物の削減を図る

7.　環境への取組みを全社員に周知徹底し、自分達の

　　活動を公表する

2009年10月15日創立55周年宣言
　日輸工業　株式会社
　代表取締役　宮部　一弘

環　境　経　営　方　針
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◇　事業の概要

1.事業者名および代表者名

日輸工業株式会社 取締役社長 宮部　泰成

2.事業所所在地
床面積

本社・東京支店 ：　　東京都豊島区駒込2-3-1　六興ビル6F
318㎡ （03-3910-8600）

他、5拠点

埼玉支店　　　　（埼玉県川口市朝日5-3-7 1567㎡ （048-227-0700）
東松山営業所　(埼玉県東松山市大谷4113-1) 1100㎡ （0493-39-2325）
京浜支店　　　　（神奈川県川崎市川崎区元木2-6-18） 1006㎡ （044-333-7511）
神奈川支店　　　(神奈川県相模原市南区麻溝台7-22-3) 2837㎡ （042-745-4535）
平塚営業所　　　(神奈川県平塚市豊原町15-24) 49.5㎡ （0463-33-5130）

3.環境管理責任者氏名および連絡先

責任者　： 足立　靖 E-Mail ：ｙ.adachi@nichiyukougyou.co.jp
東　展弘 E-Mail ：n.higashi@nichiyukougyou.co.jp

4.主たる事業内容

・フォークリフトの車販売・リース、レンタル・整備,及び部品の販売

5.事業の規模(令和6年度)

・　売上高 ：   2， 175百万円

・　社員数 ：　　　　 68　　名

・事業所
　延床面積 ： 2，695.44㎡

6.当社のエコ推進活動

　　①平成21年10月配線スイッチを変更し、こまめに電源を切るようにした。

    ②平成22年2月から、全社で環境目標への取り組み実施。 期間　　2025/2～2026/1

　　③平成25年ＰＣ及び複合機の代替し、電気代及びコピー用紙の削減を図る。

　　④平成25年一部支所の古くなったエアコンの入替実施。

    ⑤平成27年神奈川支店・京浜支店工場・事務所ＬＥＤ導入、神奈川支店高効率空調への切り替え

　　⑥平成28年本社ＬＥＤ導入、営業車ハイブリッドカー1台導入

　　⑥平成28年埼玉支店工場・事務所ＬＥＤ導入

3/9



作成

組織図

○ 責任と権限～環境経営に関する
　　　統括責任

・環境経営方針の制定
～環境・法規等の承認
～環境目標の承認
・全体の評価
・環境活動の見直し及び改善
・環境レポートの承認と講評

環境管理責任者　（正）　総務部長 ○ 責任と権限～環境経営委システム
　　　　　　（副）　サービス部長 　　　　の構築、実施、管理

・環境経営目標と環境経営計画の作成
～環境関連法規等の取りまとめと
　　遵守評価
・取組状況の評価
～全従業員の教育・訓練
・取組の推進・見直し
～環境経営レポートの作成

○部門長
・自部門における環境経営システムの実施

本社　　事務所 　　　　　支店・営業所 ・自部門における環境方針の周知

・東京支店(本社内) ・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・営業本部 ・埼玉支店 ・自部門に関連する環境活動計画の実施及び

・総務部 ・東松山営業所 　達成状況の報告

・京浜支店 ・特定された項目の手順書作成及び運用管理

・神奈川支店 ・自部門の特定された緊急事態への対応の為の

・平塚営業所 　手順書作成、テスト、訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・車輌点検管理 ・車輌点検管理
○全従業員

・フォークリフトの新・古車販売 ・フォークリフトの新・古車販売 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

　及びリース、レンタル、整備・部品 　及びリース、レンタル、整備・部品 ・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動

　の販売 　の販売 　へ参加(各自の役割分担を担う)

・社内節電管理 ・社内節電管理

・上水節水管理 ・上水節水管理

・外部情報受付 ・外部情報受付

・エコドライブ省エネ運転管理(社有車) ・廃棄物発生抑制管理

・エコドライブ省エネ運転管理(社有車)

・化学物質使用量管理

　　代表取締役　社長

責任者・支店長、所長、副支店長

2025年5月29日
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〇　短期及び中期の環境経営目標

　　当社は地球環境保全への貢献を目的に2009年10月から環境負荷低減活動に取り組んでいます。

2025年度以降の目標値設定は、①審査結果を踏まえ2017年度を基準に変更、2025年度実績を改善

する

基準年 2025年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

実績 目標 実績 目標 目標 目標

2017年度

購入電力

kwh 111,178 98,364 117,812 96,397 96,397 96,397

削減率 -4% 19.8% -2% -2% -2%

ガソリン

ｋｇ‐co2 145,548 176,603 169,210 174,836 174,836 174,836

削減率 -1% -4.4% -1% -1% -1%

ＣＯ２全排出量 196,226 182,726 219,907 177,244 177,244 177,244

削減率 -3% 16.9% -3% -3% -3%

中古フォーク

販売台数 65 70 40 70 70 70

増加率 0% 75% 0% 0% 0%

一般廃棄物　㎡ 22.8 21 22.4 21 21 21

削減率 -3% 6.2% 0% 0% 0%

総排水量　　㎡ 524 926 990 926 926 926

削減率 維持 6.5% 維持 維持 維持

コピー用紙

枚 398,314 390,244 420,002 374,634 374,634 374,634

削減率 -4% 7.8% -4% -4% -4%

化学物質

管理 - - - 月次確認表で確認・是正

(活動目標)

※1.電力のCO2排出係数　基準は0.３８４㎏-co2/kwh、新基準年以降は調整後の0.455㎏-co2/kwh

※2.化石燃料は他にLNGと都市ガスがありますが、全体のCO2発生量の各々0.06％、0.16％
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作成 承認

　　　　　　（期間　2024年2月～2025年1月）

３　　主要な環境活動計画
実績

①　二酸化炭素排出量の削減

○　電力使用の削減計画 × ・埼玉支店、京浜支店が未達だったため目標

　　・不使用時(昼休憩時事務室）の消灯を徹底する。 達成が出来なかった。

　　・蛍光灯のLEDへの交換。

　　・各支所の古くなったエアコンの入替、及び温度管理。

○　自動車燃料の削減計画 〇 ・ガソリンの目標達成した支店が多く、エコ運

　　・車輌の定期点検整備を徹底する。 転のが明けて一斉に営業に出たため。

　　・エコドライブを徹底する。

　　・アイドリングストップに務める。

　　・環境型車両への台替

　　・公共交通機関の利用促進を行う。

　　

②　　一般廃棄物排出量の削減

○　廃棄物の分別を徹底し、減量化に努める。 △ ・支店によりバラツキがあり

　　・リサイクルの用途を開拓する。

③　　総排水量の削減

○　手洗い時の節水を徹底する。 △ ・本社、東京支店と埼玉支店が未達だった為

　  ・トイレ排水の節約のため、タンクに満水にしたペット

　　ボトルを入れる。

④　　コピー用紙の削減

○　裏紙の使用に務める。 △ ・各支所による安全講習会資料を大量に作成

　　・社内会議等内部資料は出来るだけ、両面（裏面）コピーとする。 したため

　　・　　　　　　〃　　　　　　　　、二分の一・四分の一で印刷する。

　　・　　　　　　〃　　　　　　　　、紙の再利用をする。

　　・複合機の入替、紙の再利用をする。

⑤　バッテリーフォークリフト中古車のリユース・リペア・リサイクルの推進

○　バッテリーフォークリフトの中古車を整備して販売する × ・中古車価格の値上がりが要因

　1人/2台×営業人数＝34台

⑥　化学物質使用量管理

○シンナー購入を最小限にとどめる。　 - 問題無し

　・無駄な使用方法を行わない。

足立 宮部

評価

各支所責任者

各支所責任者

各支所責任者

各支所責任者

各支所事務担当者

各支所責任者

各支所責任者
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日輸工業㈱環境経営活動と次年度の取組 作成：足立 承認：宮部

環境経営目標 2025年度 2025年度 達成

目標値 実績値

Ⅰ電気・ガソリン削減

（1）電気使用量の削減 98,364 117,812 × ・各人の意識を高めて削減に取り組む

　　エアコン温度管理

(2)ガソリンの削減　L 176603 169210 〇 ・各支所ほぼ目標達成

　　エコドライブ徹底

　　アイドリングストップ

Ⅱ一般廃棄物排出量の削減ｍ3　　

　　　　　　　内　一般 21.00 22.39 △ ・各人の行動指針をリサイクル思考に促す

Ⅲ総排水量の削減 926 990 △ ・各支所にて節水を促す

　　　手洗い等での節水

Ⅳコピー用紙の削減 ・目標比97.6%と達成まであと少し、来期は機種

　　ミスコピー削減 413,071 423,443 △

　　裏紙使用

フォークリフト関連の販売状況

目標 実績 達成

区分

250 173 ×

80 40 ×

年次点検台数 3,500 3,638 〇

リース契約台数 100 55 ×

レンタル/タイムレンタル販売台数 1,300 1,387 〇

化学物質(シンナー) -

1.新型コロナウィルスの影響により、各実績に影響が出た。

BFの新車販売台数

BFの中古車販売台数

・業界の販売合戦の影響を受けた

・中古車価格の値上りが要因

・新規先が順調に増加

・目標達成、引き続き各人の活躍に期待する

・景気減退によるもの

を新しいものに変え、ペーパーレスを図るもの。

評価・問題点・今後の方向等

7/9



□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、
　　訴訟の有無

当社に適用される主な法規は以下の通りで、これらの遵守状況について確認及び評価した結果問題

ありませんでした。

尚、関係当局よりの違反等の指摘及び訴訟などは、過去3年間ありませんでした。

ＯＫ、マニフェストの年次報告については都道府

県知事に報告すみ。

東京都環境確保条例

埼玉県環境確保条例 OK

ＣＯ２全排出量

消防法 ＯＫ

ＯＫ

ＯＫ

遵守状況

廃棄物処理法 委託契約書の確認、マニフェストの発行と保管

アイドリングストップ

簡易点検フロン排出抑制法

消防用設備点検

少量危険物在庫量

適用環境法令等 当社の施設等
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2024年度代表者による全体の評価と見直し指示
  

実施日：2025年6月5日
実施者：　社長　宮部　一弘

〇2024年は残念ながらコロナが完全に終息しませんでしたが、世の中の物流への風当りは厳しく、資材の高騰

や政府の賃上げ要請は依然と強く、上場企業も大幅なコストアップは昨年に続き実施され、業績悪化が益々

見込まれます。その中で我々は物流機器、中でも自動化機器を拡販すことが喫緊の課題です。

全社を挙げて自動化機器を含めた物流機器の拡販体制を構築する事です。これを目指す事によりEA21の主旨

とするCO2廃絶に貢献することと思慮する。

　　　　保存期間：5年間（2030年度末まで）
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日輸工業㈱環境経営活動の次年度の取組 作成：足立 承認：宮部

環境経営目標 2024年度 2025年度 達成

目標値 実績 区分

ⅠCO2削減

（1）電気使用量の削減 98,364 ×

　　エアコン温度管理

（2）ガソリンの削減 75,378

　　エコドライブ徹底

　　アイドリングストップ

Ⅱ一般廃棄物排出量の削減

　　　　　内、一般 21.7

Ⅲ総排水量の削減 926

　　　手洗い等での節水

Ⅳコピー用紙の削減

　　ミスコピー削減 406,505

　　裏紙使用

フォークリフト関連の販売状況

目標 達成

区分

250 173

BFの中古車販売台数 70 40

年次点検台数年間 3,500 3638

リース契約台数 120 55

レンタル/タイムレンタルストック台数 1,400 1387

化学物質(シンナー) -

1.新型コロナウィルスの影響により、各実績に影響が出た。

BFの新車販売台数

評価・問題点・今後の方向等
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